
（動物種：マウス）

特異性および抗原分布

CD30（JCM182）モノクローナル抗体

コード：418311  希釈済抗体  包装：50テスト(6mL)   ￥34,000 

■TNFレセプタースーパーファミリーに属するⅠ型膜貫通性の糖タンパクであるCD30抗原と
特異的に反応する(2)。正常では活性化B細胞、活性化T細胞に発現がみられ、非活性型T細胞や
単球にはみられない(2)。腫瘍では古典的ホジキンリンパ腫(CHL：classic Hodgkin lymphoma)の
ホジキン細胞、Reed-Sternberg細胞や、未分化大細胞型リンパ腫(ALCL: anaplastic large cell 
lymphoma)などに発現がみられる(2)(3)。また、HIV、EBVなどに感染した細胞(4)や胎児性癌、悪性
黒色腫などにもみられる場合がある(1)(2)(5)。染色は、細胞膜および核近傍のゴルジ野にみられる(8)。

■クローン名：JCM182
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■CD30(JCM182)モノクローナル抗体

前処理(抗原賦活化)として「抗原賦活化液pH9」(コード:415201またはコード:415211)
を用いた温浴処理が必要です。

■ホジキンリンパ腫：腫瘍細胞の細胞膜およびゴルジ野に
一致して陽性反応を示す。　∗pH9 温浴処理（+）

■未分化大細胞型リンパ腫：腫瘍細胞の細胞膜および
ゴルジ野に一致して陽性反応を示す。   ∗pH9 温浴処理（+）

使用キット：シンプルステインMAX-PO(MULTI)、DAB基質キット ∗： 抗原賦活化液pH9（Code:415201、415211）

組織・細胞中のCD 3 0の染色に！
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●CD30の発現は、悪性リンパ腫において、成熟B細胞腫瘍の15 ～20%、成熟T細胞腫瘍の
約30%で確認されています。特に、古典的ホジキンリンパ腫と未分化大細胞型リンパ腫
では高発現しており、これらの鑑別診断に有用と報告されています。また、CD30は、
標的療法の分野で重要な分子として注目されており、CD30をターゲットとする治療薬が
開発されていると報告されています。（7）

●古典的ホジキンリンパ腫との鑑別において、有用なマーカーが紹介されています。（9）

●CD117(c-kit)とCD30の免疫染色を組み合わせることで、セミノーマと胎児性癌の鑑別に
有用であると報告されています。（6）
Table 1 Results of immunohistochemical staining

CD117

※参考文献（6）より改編
※セミノーマ（25例）、胎児性癌（７例）
　セミノーマと胎児性癌の混合型胚細胞腫瘍（7例）

*OCT2/BOB1の発現は通常－/－、－/+ or +/－であり、+/+は例外的である
**CMs：cytotoxic molecules（細胞障害性分子）（granzyme B,TIA-1,perforinなど）
***not applicable

※参考文献（9）表1（275ページ）より改編

*1 NLPHL：Nodular lymphocyte predominant Hodgkin lymphoma （結節性リンパ球優位型ホジキンリンパ腫）
*2 THRLBCL：T-cell/histiocyte-rich large B-cell lymphoma（T細胞/組織球豊富型大細胞型B細胞リンパ腫）
*3 CHL：Classic Hodgkin lymphoma（古典的ホジキンリンパ腫）
*4 DLBCL：Diffuse large B-cell lymphoma（びまん性大細胞型B細胞リンパ腫）
*5 ALCL：Anaplastic large cell lymphoma （未分化大細胞型リンパ腫）
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